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１  常滑市地域公共交通計画のモニタリング評価について 
常滑市地域公共交通計画では基本方針に基づく基本目標を定めており、各基本目標に対して評価指標・目

標値を設定している。また、常滑市地域公共交通計画では、評価指標・目標値の達成状況を毎年モニタリン

グ評価することとしている。目標に対する評価指標とモニタリング評価時期は以下のとおりである。（今年

度モニタリング評価を行う項目は赤字） 

 
表：目標に対する評価指標とモニタリング評価時期 

目標 評価指標 基準値 目標値 モニタリング時期 

目標０：公共交通を本市の「まちの
骨格」に位置づけます 

- - - - 

目標Ⅰ：みんなが使いやすい公共
交通にします 

公共交通に対して不満で
はない人の割合 

73.2％ 
（令和5年） 

80.0％ 
（令和10年） 

令和10年度にアン
ケート調査実施 

公共交通の人口カバー率 
73.6％ 

（令和5年） 
80.0％ 

（令和10年） 

国勢調査の最新デ
ータの公開時、市
内公共交通の再編

がされた時 

目標Ⅱ：公共交通を活かしてまち
を元気にします 

鉄道駅の利用者数 
17,500人/日 
（令和5年） 

22,800人/日 
（令和10年） 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

知多バスの利用者数 
880人/日 
（令和5年） 

970人/日 
（令和10年） 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

グルーンの利用者数 
1,030人/日 
（令和5年） 

1,130人/日 
（令和10年） 

各年 
※令和7年度の各
回協議会で報告 

観光地周辺のバス停利用
者数 

30人/日 
（令和5年） 

40人/日 
（令和10年） 

※令和7年度第15
回協議会で報告 

目標Ⅲ：地域の公共交通の危機を
乗り越え、崩壊を防ぎま
す 

知多バスの総走行距離 
554km/日 
（令和5年） 

554km/日 
（令和10年） 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

グルーンの総走行距離 
876km/日 
（令和5年） 

876km/日 
（令和10年） 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

タクシーの総実車距離 
63km/日・台 
（令和5年） 

63km/日・台 
（令和10年） 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

 
高齢者などを対象とした 
公共交通セミナーなど 
への参加者数 

未実施 
(令和5年) 

150人/年 
（各年） 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

目標Ⅳ：地域のみんなで、自分たち
の公共交通を創ります 

75歳以上の人のうち、 
公共交通利用頻度が 
週1回以上の人の割合 

5.3％ 
（令和5年） 

10.0％ 
（令和10年） 

令和10年度にアン
ケート調査実施 

 
公共交通について地域で
考える自主組織の数 

１団体 
(令和5年) 

4団体 
(令和10年) 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

目標Ⅴ：先進的な取組みにチャレ
ンジしモデル都市を目指
します 

新たな技術を活用した公
共交通に関する実証実験
の件数 

２件/年 
（令和5年） 

２件/年 
（各年） 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

公共交通で常時運行する
EV・FCV車両の導入台数 

6台 
(令和5年) 

増加 
(令和10年) 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 

常滑版MaaSアプリ「とこ
NAVI」のアクセス数 

未実施 
(令和5年) 

60,000回/年 
(令和10年) 

各年 
※令和7年度第15
回協議会で報告 
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１－１  鉄道駅の利用者数 

鉄道駅の利用者数に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年度の１日あたりの利用者数は21,051人で、基準値と比較して20.7％の増加である。駅別の利用

実績をみると、すべての駅で基準値の利用者数を上回っており、特に多屋駅やりんくう常滑駅、西ノ口駅

の増加率が高い。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

17,500人/日 

（令和5年） 

21,051人/日 

 

22,800人/日 

（令和10年） 

・データは運行事業者より提供 

・利用者数は大野町駅、西ノ口駅、蒲池駅、榎戸駅、多屋駅、常滑

駅、りんくう常滑駅、の乗車・降車の合計で算出（中部国際空港

駅は他の駅に比べ利用者が極端に多いかつ、利用状況が新型

コロナの影響を大きく受けるため、集計から除く） 

【基準値の対象期間】 

・計測期間は令和4年４月～令和5年３月 

【令和7年度の対象期間】 

・計測期間は令和6年４月～令和7年３月 

【目標値】 

・基準値の３割増 

 
表：各駅の利用者数 

駅名 令和５年度利用者数（人） 令和7年度利用者数（人） 増減率（％） 

大野町駅 722,000 790,972 9.6 

西ノ口駅 361,000 444,393 23.1 

蒲池駅 258,000 280,865 8.9 

榎戸駅 360,000 423,778 17.7 

多屋駅 272,000 381,700 40.3 

常滑駅 3,605,000 4,294,957 19.1 

りんくう常滑駅 787,000 1,066,917 35.6 

合計 6,365,000 7,683,582 20.7 

１日あたり利用者数 17,438 21,051 20.7 

※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある 

※増減率=(令和7年度-令和5年度)/令和5年度×100 

 

 

図：鉄道駅の利用者数のモニタリング結果 

※年度は調査年度  
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１－２  知多バスの利用者数 

知多バスの利用者数に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年度の１日あたりの利用者数は499人で、基準値と比較しておよそ43.6％の減少である。令和7年

度の路線別の利用実績をみると、すべての路線で、令和5年度の利用者数を下回っている。特に半田常滑

線Dの利用者は89.0％減少した。その理由として、令和5年3月にダイヤ改正があり、半田常滑線Dが減便

した（半田常滑線Dの大部分が半田常滑線Aに付け変わった）ことが挙げられる。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

880人/日 

（令和5年） 

499人/日 

 

970人/日 

（令和10年） 

・データは運行事業者より提供 

・利用者数は輸送人員の合計で算出 

【基準値の対象期間】 

・計測期間は令和4年10月～令和5年９月 

・利用者数は半田・常滑線（A・D・N）と空港貨物地区循環線の合計 

【令和7年度の対象期間】 

・計測期間は令和6年10月～令和7年９月 

【目標値】 

・基準値の１割増 

 
表：知多バスの利用者数 

路線 令和５年度利用者数（人） 令和7年度利用者数（人） 増減率（％） 

半田常滑線A 78,160 68,048 -12.9 

半田常滑線D 139,869 15,349 -89.0 

半田常滑線N 59,323 59,110 -0.36 

貨物地区循環線 45,482 39,602 -12.9 

合計 322,834 182,109 -43.6 

１日あたり利用者数 884 499 -43.6 

※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある 

※増減率=(令和7年度-令和5年度)/令和5年度×100 

 

 

図：知多バスの利用者数のモニタリング結果 

※年度は調査年度 
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１－３  グルーンの利用者数 

グルーンの利用者数に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年度の１日あたりの利用者数は1,370人で、基準値と比較しておよそ33.1％の増加である。令和7

年度の路線別の利用実績をみると、すべての路線で令和5年度の利用者数を上回っており、特に常滑南部・

武豊線、ボートレースとこなめ周遊船の増加率が高い。 

 

表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

1,030人/日 

（令和5年） 

1,370人/日 

 

1,130人/日 

（令和10年） 

・運行事業者の実測データにより確認 

・利用者数は乗車の合計で算出 

【基準値の対象期間】 

・計測期間は令和5年４月～９月（台風による運休除く）  

【令和7年度の対象期間】 

・計測期間は令和6年10月～令和7年９月 

【目標値】 

・基準値の１割増 

 
表：グルーンの利用者数 

路線 令和５年度利用者数（人/日） 令和7年度利用者数（人/日） 増減率（％） 

常滑北部・市役所線 73 100 37.7 

常滑北部・大野線 8 9 7.8 

常滑中部・市役所線 402 515 27.9 

ボートレースとこなめ周遊線 223 316 41.6 

常滑南部・上野間線 188 222 17.9 

常滑南部・武豊線 135 209 55.1 

合計 1,029 1,370 33.1 

※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある 

※増減率=(令和7年度-令和5年度)/令和5年度×100 

  

 

図：グルーンの利用者数のモニタリング結果 

※年度は調査年度 
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１－４  観光地周辺のバス停の利用者数 

基準値は検討当時に導入していた乗降カウンタシステムの計測結果をもとに設定した。その後、令和5

年10月1日からは乗降カウンタシステムの契約を解除するとともに、バスロケーションシステム（バス予

報）を導入し、以降はバスロケーションシステムの停留所別の利用実績集計機能を用いてモニタリング評

価を実施する予定であった。 

しかし、バスロケーションシステムは車内に設置しているタブレットを通じて停留所別の利用実績を集

計しており、タブレットの接続不良や電源未起動等によって欠損データが多く、計測データとしての信憑

性が低かったため令和6年度はモニタリングを実施しなかった。 

今年度は、車載式にしたシステムから収集できるデータの検証を行ったうえでモニタリング評価を実施

する。令和7年度の数値は令和5年度の基準値から倍増しており、目標値を上回っているが、計測している

システムが異なるため留意が必要である。 

 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

30人/日 

（令和5年） 

61人/日 

 
40人/日 
（令和10年） 

・データは乗降カウンターシステムで計測 

・利用者数は乗車・降車の合計で算出 

・主要観光地最寄りのバス停（イオンモール常滑、北大谷（ココ

テラス）、陶磁器会館前、ボートレースとこなめ、盛田味の館口）

の１日あたり利用者数の平均値を比較 

【基準値の対象期間】 

・計測期間は令和5年２月14日～令和5年９月30日 

【令和7年度の対象期間】 

・計測期間は令和7年6月～令和7年12月 

 ※システムが正常に稼働していた6月以降の数値を集計して

いる。 

【目標値】 

・基準値の３割増 

 

表：観光地周辺のバス停の利用者数 

停留所名 乗車人数(合計) 降車人数(合計) 合計 備考 

イオンモール常滑 22,625 26,977 49,602   

北大谷 884 761 1,645   

陶磁器会館 1,523 2,962 4,485   

ボートレースとこなめ 4,390 5,070 9,460   

盛田味の館口 156 197 353   

合計 29,578 35,967 65,545   

集計対象日 - - 214 2025.6～2025.12※ 

日当たり人数 - - 306   

バス停当たり利用者数     61   

 

  （参考）カウンタシステムの検証 

   運転手の実測値とカウンタシステムによる乗車人数を比較すると、9割弱程度を捕捉しており、モニタ

リング評価への活用は可能であると判断した。 

路線名 ｶｳﾝﾀｼｽﾃﾑ乗車人数（合計） 運転手実測 捕捉率（％） 

ボートレースとこなめ周

遊線 
59,646 70,064 85.1 

常滑南部・上野間線 45,869 47,014 97.6 

常滑中部・市役所線 94,597 112,573 84.0 

合計 200,112 229,651 87.1 
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図：観光地周辺のバス停の利用者数 
※年度は調査年度 
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１－５  知多バスの総走行距離 

知多バスの総走行距離に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年度の１日あたりの総走行距離は506㎞で、基準値と比較して8.7％の減少である。令和7年度の

路線別の利用実績をみると、特に半田常滑線A、貨物地区循環Aで令和5年度の総走行距離をおよそ34.6％

上回っているが、半田常滑線Dの総走行距離は53.4％減少した。その理由として、令和5年3月にダイヤ改

正があり、半田常滑線Dが減便した（半田常滑線Dの大部分が半田常滑線Aに付け変わった）ことが挙げら

れる。 

 

表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

554km/日 

（令和5年） 

508km/日 

 

554km/日 

（令和10年） 

・データは運行事業者より提供 

【基準値の対象期間】 

・計測期間は令和4年10月～令和5年９月 

・１日あたり平日54便、休日36便運行 

【令和7年度の対象期間】 

・計測期間は令和6年10月～令和7年９月 

【目標値】 

・基準値を維持 

 
表：知多バスの総走行距離 

路線 
令和５年度総走行距離

（km） 

令和7年度総走行距離

（km） 

増減率

（％） 

半田常滑線A 58,488 78,720 34.6 

半田常滑線D 74,323 34,602 -53.4 

半田常滑線N 56,282 56,240 -0.07 

貨物地区循環A 3,815 4,896 28.3 

貨物地区循環B 1,500 1,488 -0.8 

貨物地区循環C 7,917 8,878 12.1 

合計 202,325 184,824 -8.6 

1日あたりの総走行距離（km/日） 554 506 -8.7 

※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある 

※増減率=(令和7年度-令和5年度)/令和5年度×100 

 

 
図：知多バスの総走行距離のモニタリング結果 

※年度は調査年度 

508 506 



8 

 

１－６  グルーンの総走行距離 

グルーンの総走行距離に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年度はルートやダイヤの再編が行われなかったため、令和7年度の１日あたりの総走行距離は876

㎞で、基準値と同値である。 
 

表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

876km/日 

（令和5年） 

876km/日 

 

876km/日 

（令和10年） 

・データは運行事業者より提供 

【基準値の対象期間】 

・計測期間は令和4年10月～令和5年９月 

・１日あたり平日・休日ともに118便運行 

【令和7年度の対象期間】 

・計測期間は令和6年10月～令和7年９月 

【目標値】 

・基準値を維持 

 

 

図：グルーンの総走行距離のモニタリング結果 

※年度は調査年度 
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１－７  タクシーの総走行距離 

タクシーの総走行距離に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年度の１日・1台あたりの総走行距離は62.5㎞で、基準値と比較して0.79％の減少である。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

63km/日・台 

（令和5年） 

62.5km/日・台 

 

63km/日・台 

（令和10年） 

・データは運行事業者より提供（知多交通圏） 

【基準値の対象期間】 

・計測期間は令和4年４月～令和5年３月  

【令和7年度の対象期間】 

・計測期間は令和6年４月～令和7年３月 

【目標値】 

・基準値を維持 

 
表：タクシーの総走行距離（令和6年４月～令和7年３月） 

 延実働車両数 実車キロ（km） 実車キロ（km/日・台） 

４月 4,982 305,119 61.2 

５月 5,159 301,455 58.4 

６月 5,136 314,321 61.2 

７月 5,220 344,060 65.9 

８月 5,099 321,864 63.1 

９月 5,177 315,246 60.9 

１０月 5,364 335,574 62.6 

１１月 5,169 333,787 64.6 

１２月 5,320 354,004 66.5 

１月 5,180 309,210 59.7 

２月 4,724 289,246 61.2 

３月 5,156 334,162 64.8 

合計 61686 3,858,048 62.5 

 

 
図：タクシーの総走行距離のモニタリング結果 

※年度は調査年度 
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１－８  高齢者などを対象とした公共交通セミナーなどへの参加者数 

高齢者などを対象とした公共交通セミナーなどへの参加者数に関するモニタリング評価の概要は以下

のとおりである。 

令和7年度の参加者数は153人で、令和6年度から68人減少しているが、目標値の150人を達成している。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

未実施 

（令和5年） 

153人/年 

 

150人/年 

（各年） 

【基準値の対象期間】 

・新規事業のため、基準値なし 

【令和7年度の対象期間】 

・令和7年度に高齢者などを対象に開催した、公共交通の乗

り方教室や公共交通の取組に関する説明会に参加した人

数 

【目標値】 

・１年間に実施したセミナーにおける参加者の合計を算出 

・各年実施・達成状況をモニタリング評価 

 
表：高齢者などを対象とした公共交通セミナー実績（令和7年度） 

実施日 実施対象 内容 参加人数 

7/22-8/10 青海地区及び鬼崎地区 
北部地域コミュニティバス座談会 

（計13回実施） 
135人 

9/15 

以下の地区の住民 

北条区、瀬木区、奥条区、市場区、山方

区、保示区、樽水区、西阿野区 

中部地域公共交通意見交換会 

（計2回実施） 18人 

合計   153人 

 

 
図：高齢者などを対象とした公共交通セミナーなどへの参加者のモニタリング結果 

※年度は調査年度  
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１－９  公共交通について地域で考える自主組織の数 

公共交通について地域で考える自主組織の数に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年度中に新たに発足した公共交通について地域で考える自主組織は2団体で、青海地区を中心に

交通弱者移動支援事業や高齢者など生活支援事業などを実施している「青海ボランティア隊」と「高齢者

の輸送を考える会」であり、基準年から1団体増えている。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

1団体 

（令和5年） 

2団体 

 

4団体 

（令和10年） 

・１中学校あたり１団体を目安に、モデル地区で組織を設置 

【基準値の対象期間】 

・青海地区を中心に交通弱者移動支援事業や高齢者など

生活支援事業などを実施している「青海ボランティア隊」 

【令和7年度の対象期間】 

・青海地区を中心に交通弱者移動支援事業や高齢者など

生活支援事業などを実施している「青海ボランティア隊」 

・「高齢者の輸送を考える会」 

【目標値】 

・令和10年度の実績 

 

 
図：公共交通について地域で考える自主組織の数のモニタリング結果 

※年度は調査年度 
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１－１０  新たな技術を活用した公共交通に関する実証実験の件数 

新たな技術を活用した公共交通に関する実証実験の件数に関するモニタリング評価の概要は以下のと

おりである。 

令和7年度で新たな技術を活用した公共交通に関する実証実験は0件であった。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

２件/年 

（令和5年） 

0件/年 

 

２件/年 

（各年） 

・市または市が中心構成員となった協議体などが実施する件数 

・同種の実証実験でも、年度が異なる場合は1件とする 

【基準値の対象期間】 

・AIオンデマンド交通実証実験が1件と自動運転バス実証実験が1件 

【令和7年度の対象期間】 

・０件 

【目標値】 

・１年間に実施した実証実験の件数を算出 

・各年実施・達成状況をモニタリング評価 

 

 

図：新たな技術を活用した公共交通に関する実証実験の件数のモニタリング結果 

※年度は調査年度 
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１－１１  公共交通で常時運行するEV・FCV車両の導入台数 

公共交通で常時運行するEV・FCV車両の導入台数に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりであ

る。 

令和7年度は、公共交通にEV・FCVが導入されなかったため、令和7年度の導入台数は基準値から現状維

持である。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

6台 

（令和5年） 

6台 

 

増加 

（令和10年） 

・交通事業者から各年９月時点の数値を報告 

・知多バス（路線バス）は、市内路線の運行に必要な車両数

に、半田営業所のEV・FCV車両の割合をかけて算出 

・グルーンは、運行に用いられる車両数 

・タクシーは、市内営業所に配置されている車両数 

【基準値】 

・グルーンで運行している６台 

【令和7年度】 

・グルーンで運行している６台 

【目標値】 

・現在より増 

 

 
図：公共交通で常時運行するEV・FCV車両の導入台数のモニタリング結果 

※年度は調査年度 
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１－１２  常滑版MaaSアプリ「とこNAVI」のアクセス数 

常滑版MaaSアプリ「とこNAVI」のアクセス数に関するモニタリング評価の概要は以下のとおりである。 

令和7年の年間アクセス数は10,605回であり、目標値を大きく下回っている。 

 
表：モニタリング評価の概要 

基準値 令和7年度 目標値 備考、データ取得方法など 

未実施 

(令和5年) 

10,605回/年 

（令和7年） 
60,000回/年 
(令和10年) 

・令和5年度に、市が国のデジタル田園都市国家構想交付金を

活用して整備した常滑版MaaSアプリ「とこNAVI」のアクセス数 

【基準値の対象期間】 

・新規事業のため、基準値なし 

【令和7年度の対象期間】 

・令和7年1月1日～令和7年12月31日の「とこNAVI」のTOPペー

ジへのアクセス数 

【目標値】 

・令和10年度の実績 

 

 
図：常滑版MaaSアプリ「とこNAVI」のアクセス数のモニタリング結果 

※年度は調査年度  
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図：常滑版MaaSアプリ「とこNAVI」の関連資料 


